
２０１９年６月２５日 

一般社団法人 信託協会 

公 益 信 託 の 受 託 状 況 
（２０１９年３月末現在） 

一般社団法人 信託協会（会長 池谷幹男）では、今般、２０１９年３月末現在の公

益信託の受託状況をとりまとめました。 

◯ ２０１８年度中の新規受託状況は、受託件数４件、受託額５．５億円となりました。

信託目的別に新規受託４件をみると、全て奨学金支給となっております。

◯ また、２０１９年３月末現在では、受託件数は４３８件、信託財産残高は５７１億

円となりました。 

信託目的別件数の上位をみると、奨学金支給が１４５件（受託額２０６億円）、自

然科学研究助成が６６件（同７２億円）、教育振興が５７件（同２０億円）となって

います。 

◯ なお、助成先への給付状況は、１９７７年の第１号発足以降の累計で、助成先数

２１万２千件、給付額８８７億円となっています。 

信託業界は、公益信託の受託を通じ、社会貢献に努めておりますが、当協会といたし

ましては、今後とも、引き続き、公益法人制度とともに民間公益活動を支える公益信託

制度の普及・発展に寄与したいと考えております。  

以 上 

本件に関する照会先：   

（一社）信託協会 総務部（広報担当） 藤田・太田・河西 

業務部        松村 

電話 ０３－６２０６－３９９２ 
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(単位:百万円)

名　　称 発足年月日 活  動  内  容　等 委託者 当初信託財産

1

公益信託
中西清恭記念・一誠美容師育成奨学
基金

2018年
 7月30日

美容師法に基づき指定されている大阪府の美容師養成施設の美容師養成課程に在籍する
学生に対する奨学金の給付。

個人 100

2

公益信託
久保峯由・ツユ子育英基金

2018年
 12月14日

徳島県教育委員会の高校進学者向け奨学金の事前募集採用候補者を対象に、入学準備金
として給付型奨学金を支給すること。

個人 300

3

公益信託
山嵜竹司郎学業支援基金

2019年
 1月23日

静岡県内の全日制及び定時制の高等学校に進学した生徒のうち、経済的な理由により十
分な学習環境に恵まれない事情がある生徒に対し、返済不要の奨学金を給付すること。

個人 100

4

公益信託
化学研究者育成MC奨学基金

2019年
 3月19日

国内大学院理学研究科において化学を専攻する日本人大学院生に対する奨学金の給付。 個人 50

合計：550

公益信託新規受託一覧（２０１８年度中）
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奨学金支給 145 ( 4 ) 20,634 ( 541 )

自然科学研究助成 66 (－ ) 7,255 ( － )

教育振興 57 (－ ) 2,030 ( － )

国際協力・国際交流促進 31 (－ ) 3,028 ( － )

社会福祉 32 (－ ) 3,249 ( － )

芸術・文化振興 22 (－ ) 4,774 ( － )

都市環境の整備・保全 27 (－ ) 7,079 ( － )

自然環境の保全 18 (－ ) 4,072 ( － )

人文科学研究助成 13 (－ ) 895 ( － )

文化財の保存活用 3 (－ ) 122 ( － )

動植物の保護繁殖 1 (－ ) 252 ( － )

緑化推進 1 (－ ) 22 ( － )

その他 22 (－ ) 3,723 ( － )

438 ( 4 ) 57,140 ( 541 )

（注）（　）は２０１８年度中の新規受託分。

信　託　目　的

公　益　信　託　受　託　状　況

２０１９年３月末現在

［単位：件、百万円］

信託財産残高件　数

合 計
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公益信託の概要 

 公益信託は、公益財団法人と同様に民間の資金を活用して公益活動を行

うための制度として、１９２２（大正１１）年制定の信託法において規定

されましたが、その後、５０年ほどは利用されてきませんでした。 

 しかし、１９７７（昭和５２）年に第１号が誕生して以来、個人や企業

等の善意に支えられ、奨学金の支給、自然科学・人文科学研究への助成、

海外への経済・技術協力、まちづくりや自然環境保護活動への助成等、幅

広い分野で活用されています。 

＜仕組み＞ 

公益信託は、個人や企業等（委託者）が拠出した財産を信託銀行等(受託

者)に信託し、信託銀行等が、定められた公益目的に従い、その財産を管理・

運用し、不特定多数の方（受給者）のために役立てるものをいいます。 

＜公益信託の特色＞ 

①公益信託は、公益財団法人と異なり、受託者が主務官庁への許可申請

等をすべて行いますので、設置手続が簡単です。

②公益信託は、信託財産を取り崩して公益活動に活用できるので、一

般に、公益財団法人に比べて小規模の資金を効率的に公益のために

役立てることができます。

  申請

     許可

監督

主 務 官 庁

個人、企業等 

（委 託 者）

信託銀行等 

（受 託 者）

信託管理人

信託法上の権限行使、

重要事項の同意

運営委員会等

助成先の推薦と重要事

項に関する助言、勧告

助

成

助

成

助

成

助

成

（受給者） 

助
成
金
交
付

公益信託契約
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＜公益信託法の見直しに関する要綱＞ 

１．要綱取りまとめまでの経緯 

２００６（平成１８）年に、旧信託法が抜本的改正により現代化された際、公益

信託制度については、当時検討中であった公益法人法制の動向を踏まえた審議を行

う必要があったことから、後に検討することとされ、法制審議会信託法部会は休会

となりました。 

２０１６（平成２８）年６月に同部会が再開され、審議の結果、「公益信託法の

見直しに関する要綱案」が取りまとめられました。同要綱案は、２０１９（平成３

１）年２月１４日開催の法制審議会総会において採択され、法務大臣に答申されま

した。 

２．公益信託法の見直しに関する要綱のポイント 

要綱のポイントは次の３点です。 

① 公益信託の信託事務および信託財産の拡大

現行の公益信託は、許可審査基準（※）および税法上の要件により、事実上、

信託事務は助成型、出捐財産は金銭に限られていますが、要綱ではこれらに限定

しない提案となっています。 

② 公益信託の受託者の拡大

現行の公益信託の受託者は、許可審査基準および税法上の要件により、事実上

信託銀行等に限られていますが、要綱ではこれらに限定しない提案となっていま

す。 

③ 主務官庁による公益信託の許可・監督制の廃止

現行の公益信託法の下では、所管の主務官庁が公益信託を許可・監督する仕

組みが採られてきました。要綱では、公益法人と整合性を図り、公益信託の成

立の認可・監督は特定の行政庁が行うものとし、これと併せて現行では許可審

査基準が求めている信託管理人の必置について法定するなどして、信託内部の

自律的ガバナンスを行政庁が補完する仕組みとすることが提案されています。 

※「公益信託の引受許可審査基準等について」（平成６年９月１３日公益法

人等指導監督連絡会議決定）。 
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